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緒 言

1993年4月1日 より社会保険大和郡山総合病院は,

奈良社会保険病院と,名 称を変更しベット数も300床

となった.当 院は,1947年 社 会保険三輪病院として開

設されその後1958年 に社会保険大和郡山総合病院と名

称を変更している.泌 尿器科は,1974年 に開設され現

在まで約19年 経過した.今 回,病 院名称変更を機に現

存するカルテをもとに,過 去12年 間(1981～1992年)

の外来,入 院 お よび手術の統計を行ったので報告す

る.

なお,1人 の患老が複数の疾患をもっている場合に

1)現=京 都市立病院泌尿器科

2)現1伊 集院クリニック

3)現=回 生病院泌尿器科

4)現:碧 済会巽病院泌尿器科

5)現=吉 江医院

6)現:高 清会高井病院泌尿器科

7)現:済 生会中和病院泌尿器科

は,お のおのの疾患について分類を行い,同 様に1人

の患者が複数の手術を受けた場合もおのおのの手術に

ついて集計した.

外 来 統 計

1.新 患患者数(Table1)

12年 間の外来患者総数は8,927人 で,81年 は410人 で

あったが92年 には1,049人 と増加してお り,89年 以降

は年間1,000人 前後になっている.男 女比は平均男

59.4%,女40.6%で あ った,

2.年 齢層(Table2)

外来新患患者の年齢層では,90年 以降で40,50,60

歳台の割合が増加し,年 間新患患者の半数を占めてい

た。

3.疾 患頻度(Fig.1)

非特異的感染症患者が86年 までは全体の40%を 占め

ていたが,86年 の49.5%を ピークに減少傾向を示 し92

年 には31.6%で あ った。これは大和郡山市の射精産業

の衰退 との関係が大きいと考えられる.尿 路結石症,
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Fig.1.疾 患頻 度別 分 類

Tablel.外 来新患患者数の推移 Table3.入 院患老数の年次推移

年齢 総数 男(%) 女(%) 年齢 総数 男(%) 女(%)

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

410

352

406

787

806

550

778

897

1,000

957

935

1,049

225(54.9)185(45.1)

204(58.0)148(42.0)

241(59.4)165(40.6)

512(65.1)275(34.9)

483(59,9)323(40.1)

316(57.5)234(42,5)

463(59.5)315(40.5)

513(57.2)384(42,8)

615(6L5)385(38.5)

567(59.2)390(顧)。8)

541(57。9)394(42.1)

619(59.0)430(41。0)

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

9童

92

2

3

4

128

81

75

89

110

108

112

127

114

2(100)

3(100)

2(50.0)

106(82.8)

59(72.8)

55(73.3)

69(77.5)

83(75.5)

85(78.7)

90(80.4)

95(74.8)

88(77.2)

0(0)

0(0)

2(50.0)

22(17.2)

22(27匿2)

20(26.7)

20(22.5)

27(24.5)

23(21.3)

22(19.6)

32(25.2)

26(22.8)

計8,9275,299(59.4)3,628(40,6) 計953737(77.3)216(22.7)

Table2. 外来新患患者年齢層の推移

(1981～1992年)

Table4. 入院患者年齢層の年次推移

(1981～1992年)

年 度81.-8384_8687_8990～92

年 齢 年 齢 籟81--8384-868・ 一一899・ 一・92

9～19

20～39

40～59

60～79

80～

176

329

315

291

56

400

616

549

486

90

303

718

770

613

142

464

665

972

723

156

9～19

20～39

40～59

60～79

80～

0

2

3

4

0

4匡

55

60

104

24

46

57

61

120

23

28

63

76

148

38

悪性新生物,前 立腺肥大症の割合に大きな変化はない

が,顕 微鏡的血尿および尿失禁の患者数が増加してい

た.顕 微鏡的血尿に関してみれば,81年 に0.7%の 割

合であったものが92年 には12,5%に 増加しており,厚

生省 の予防医学 の推進をよく反映 していると思われ

た.

入 院 統 計

L入 院患者数(Table3)

84年 以降年間100人 前後の入院があり,総 数953人

で,男 女比は平均77.3%対22.7%oで した,

2.年 齢層(Table4)

入院患者数の増加してきた84年 以降でみると,近 年
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Fig.2.入 院患者疾患別分類

Table5.手 術 件数 の年 次 推 移

年齢 総数 男(%) 女(%)

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

O

l

O

74

60

40

48

112

108

76

91

248

0(0)

1(100)

0(0)

69(93.2)

53(88.8)

36(90.0)

39(81.3)

99(88.4)

99(91。7)

68(89.5)

77(84.6)

171(69.0)

0(0)

0(0)

0(0)

5(6.8)

7(11.7)

4(10.0)

9(18.8)

13(lL6)

9(8.3)

8(10,5)

14(15.4)

77(31.0)

計858712(83.0)146(17,0)

若年層の占める割合が減 り,高 齢層の占める割合の増

加傾向があった.50歳 以上の入院患者 の 占める割合

は,84年 が全体の44%で したが92年 には73%と 増加し

ていた。

3.疾 患頻度(Fig.2)

入院患老を疾患別にみると84年 以降に大きな特徴は

なかった.

4.入 院 日数

平均入院日数は2LO日 であった.91年 までは平均入

院日数は,20日 前後であったが,92年 以降は高齢化社

会における膨大化する国民医療費を抑制するとい う厚

生省の方針に従い短期間の入院期間を目標 としており

92年度の平均入院日数は7.9日 であった.

手 術 統 計

1.手 術 件 数(Tablc5)

12年間に実施された手術件数は,858件 であった.

男女比は,平 均男83%,女17%で あ り男性優位であっ

た.92年 度 の手術件数が248件 と急激に増加したのは,

外来ESWLの 件数増加による.

2.年 齢層

手術年齢層は入院の増えた84年 度でみると50歳 以上

の占める割合は全体の44%で あるが,そ の後その割合

が上昇し91年度52%,92年 度60%と,入 院患者の年齢

層の推移 と同じように若年層の占める割合が減 り,高

齢層の占める割合の増加傾向があった.

3.主 要手術件数(Table6)

858件 の手術の内,TUR-BT,TUR-Pと い った内

視鏡手術が207件(24%),環 状切除術,精 管結紮術,

「ンジロー一マ焼灼術といった外来手術が256件(29%)

と両者が全体の半数以上を占めていた.腎 癌,膀 胱癌

などに対する開腹手術は,わ ずか17件(2%)で あ っ

た.尿 路結石症に関 しては,91年 以前では開腹手術が

行われていたが,92年 以降では開腹手術は行われずか

わ ってESWLが お もな治療法とな り大きな割合を占

めてきている,近 年,人 口の高齢化に伴い,麻 酔や全

身管理の技術の進歩にもかかわらず手術適応がなくカ

テーテル留置にとどめおかれている尿閉患者がす くな

からずみられ,そ うした患者に対応するため92年 度よ

り尿道スパイラルカテーテル留置術を行い良好な成績

をえており1),今 後 も増加していくものと思われる.

結 語

1981年 か ら1992年 までの外来,入 院および手術の統

計を行った.

1)外 来 新患患者総数8,927人,入 院患者総数953人,

手術件数858件 であった.
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Table6.主 要手術件数

＼ 度81--838・ 一'868・ 一一899・ 一・92

TUR-BT

膀胱全摘

腎摘出術

腎孟尿管切石術

腎尿管全摘術

ESWL

TUR-P

前立腺摘除術

精管結紮術

精巣固定術

精巣摘除術

陰嚢,精 索水腫根治術

背面切開,環 状切除術

コンジローマ焼灼術

外尿道ロカルンケル切除術

尿道スパイラルカテ留置

その他

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

藍

21

0

5

3

1

0

34

1

13

15

6

6

41

4

4

0

18

21

3

3

20

0

0

50

7

8

10

4

8

94

15

11

0

25

27

2

5

5

5

158

43

2

10

3

8

7

70

6

8

15

39

2)外 来疾病では顕微鏡的血尿および尿失禁の患者数

が増加していた,

3)手 術では内視鏡手術および外来手術が主体であっ

た.
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